
県
が
競
争
入
札

広
島
市
な
ど
６
ヵ
所
の
物
件
対
象

県
は
５
月
１９
〜
２３
日
、
広
島
市
な
ど
六

ヵ
所
の
物
件
を
対
象
に
一
般
競
争
入
札
を

行
う
。

入
札
物
件
は
、
①
呉
市
中
央
二
丁
目
六

―
一
六
の
用
地
七
九
一
・
四
二
�
�
、
予

定
価
格
一
億
九
七
〇
〇
万
円
、
用
途
地
域

は
商
業（
以
下
同
順
）。
②
広
島
市
中
区
西

川
口
町
一
一
―
一
一
の
三
五
〇
・
〇
五
�

�
、
七
五
三
〇
万
円
、
第
二
種
住
居
・
近

隣
商
業
。
③
東
広
島
市
西
条
町
寺
家
西
迫

五
八
八
五
―
八
の
二
六
五
・
二
五
�
�
、

九
五
〇
万
円
、
市
街
化
調
整
。
④
庄
原
市

高
野
町
新
市
殿
垣
内
二
八
七
―
四
の
一
一

二
一
・
八
四
�
�
と
８
３
年
築
Ｒ
Ｃ
造
二

階
建
住
宅
一
八
六
・
二
四
�
�
、
四
九
八

万
円
、
都
市
計
画
区
域
外
―
な
ど
。
落
札

日
は
①
と
②
が
５
月
２９
日
、
③
と
④
が
翌

日
。
�電
五
一
三
―
二
三
〇
五
（
県
有
地
販

売
促
進
グ
ル
ー
プ
）。

０７
年
度
小
企
業
設
備
投
資
調
査

実
施
企
業
割
合
が
前
年
度
下
回
る

―
国
金
広
島
支
店
―

国
民
生
活
金
融
公
庫
広
島
支
店
が
３
月

１０
日
に
実
施
し
た
「
０
７
年
度
広
島
県
小

企
業
の
設
備
投
資
動
向
調
査
」（
取
引
先
一

六
一
社
、
回
答
率
七
七
・
八
％
）
で
、
設

備
投
資
実
施
企
業
割
合
は
二
七
・
六
％
と

前
年
度
を
七
・
四
�
下
回
っ
た
。

内
訳
は
購
入
の
み
一
四
・
二
％
、
リ
ー

ス
の
み
一
一
・
九
％
、
購
入
・
リ
ー
ス
と

も
実
施
は
一
・
五
％
。
業
種
別
で
は
製
造

業
、
小
売
業
、
飲
食
・
宿
泊
業
、
建
設
業

が
前
年
度
に
比
べ
低
下
し
た
。
設
備
投
資

の
内
容
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
が
三
八
・
七
％
と
最
も
高
く
、
什
器
・

備
品
二
九
％
、
車
両
二
五
・
八
％
の
順
。

設
備
投
資
へ
の
姿
勢
は
「
消
極
的
」
と

「
や
や
消
極
的
」を
合
わ
せ
七
七
・
二
％
と

前
年
度
に
比
べ
七
・
二
�
上
昇
し
た
。０
８

年
度
計
画
で
は
「
実
施
す
る
」
が
一
〇
・

三
％
と
前
年
度
よ
り
三
・
六
�
低
下
し
た
。

日
化
ポ
リ
マ
ー
中
国

独
自
生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
で
効
率
化

自
動
車
関
連
資
材
、
工
業
用
接
着
剤
を

製
造
す
る
日
化
ポ
リ
マ
ー
中
国
�株
（
安
佐

南
区
緑
井
二
丁
目
二
八
―
六
、
日
浦
隆
社

長
）
は
、
生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
「
電
脳
工

場
」
を
開
発
し
た
。
こ
れ
を
活
用
し
て
社

内
デ
ー
タ
の
共
有
化
や
作
業
を
標
準
化
し
、

業
務
を
効
率
化
し
て
い
る
。

同
シ
ス
テ
ム
は
、
製
品
の
受
注
か
ら
製

造
、
出
荷
ま
で
の
工
程
を
管
理
す
る
と
同

時
に
、
社
員
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
目
標
、

実
績
な
ど
の
情
報
を
共
有
で
き
る
。
専
任

化
し
て
い
る
接
着
剤
の
加
工
業
務
を
マ
ニ

ュ
ア
ル
化
し
て
誰
で
も
対
応
で
き
る
よ
う

に
し
、
熟
練
作
業
者
か
ら
の
技
術
継
承
を

ス
ム
ー
ズ
に
す
る
。
過
去
の
デ
ー
タ
を
基

に
受
発
注
量
を
予
測
し
て
在
庫
も
適
正
化
。

納
期
短
縮
や
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
げ
る
。

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
Ｉ
Ｓ
Ｏ

１
４
０
０
１
の
年
内
の
取
得
も
目
指
す
。

コ
ン
タ
ク
ト
レ

ン
ズ
に
は
、
眼
鏡

と
比
較
し
て
幾
つ

か
の
利
点
が
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
、

視
野
が
広
く
て
周
辺
部
が
ひ
ず
ん
だ
り
し

な
い
・
見
る
物
の
大
き
さ
が
変
わ
ら
な
い
・

人
と
接
触
す
る
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
に
向
い

て
い
る
・
複
雑
な
乱
視
や
左
右
の
度
数
が

大
き
く
違
う
場
合
で
も
か
な
り
矯
正
で
き

る
な
ど
で
す
。

し
か
し
逆
に
欠
点
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
を
一
般
の
方
が
使
用

す
る
よ
う
に
な
っ
て
五
〇
年
以
上
の
歴
史

が
あ
り
、
材
質
や
性
能
も
初
期
の
も
の
に

比
較
す
る
と
格
段
に
向
上
し
て
き
ま
し
た

が
、
異
物
を
眼
の
上
に
載
せ
て
い
る
と
い

う
基
本
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
こ

と
に
よ
っ
て
起
こ
る
ト
ラ
ブ
ル
は
、
今
後

ど
れ
程
素
材
が
改
良
さ
れ
て
も
無
く
な
る

こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。

日
本
眼
科
医
会
発
表
の
集
計
で
は
、
コ

ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
眼
障
害
は
女
性
が
男
性

の
四
倍
強
で
あ
り
、
二
〇
代
・
三
〇
代
が

七
〇
％
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
四
〇
代
以

上
も
一
三
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
障
害
の

種
類
は
非
常
に
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
角

膜
（
黒
目
）
上
皮
の
糜
爛
や
剥
離
な
ど
の

傷
が
十
数
％
、
角
膜
浸
潤
や
潰
瘍
な
ど
の

感
染
症
が
約
一
〇
％
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結

膜
炎
や
慢
性
の
結
膜
充
血
が
五
〇
％
強
、

角
膜
新
生
血
管
が
五
％
、
角
膜
内
皮
障
害

や
虹
彩
炎
な
ど
の
内
眼
疾
患
が
数
％
な
ど

が
主
な
と
こ
ろ
で
す
。
傷
や
感
染
症
は
治

療
が
遅
れ
る
と
消
え
な
い
混
濁
が
角
膜
に

残
っ
て
し
ま
い
ま
す
し
、
重
症
例
で
は
失

明
に
つ
な
が
る
こ
と
す
ら
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
角
膜
内
皮
障
害
で
細
胞
数
が
減
少
す

る
と
回
復
不
能
で
あ
り
、
最
終
的
に
は
角

膜
の
透
明
性
を
失
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
に
は
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
・
使
い
捨
て（
一
日
〜
一
ヵ
月
）

な
ど
数
多
く
の
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
ど

の
レ
ン
ズ
を
選
ぶ
と
し
て
も
「
眼
に
良
い

レ
ン
ズ
」
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
コ
ン
タ
ク

ト
レ
ン
ズ
を
使
用
す
る
人
は
、
先
ず
眼
科

で
の
診
察
で
、
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
が
使

用
可
能
な
状
態
か
を
調
べ
た
上
で
処
方
を

受
け
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、
指
定

さ
れ
た
装
用
時
間
、
使
用
期
間
、
保
存
・

管
理
方
法
な
ど
を
守
り
、
必
ず
定
期
検
査

を
受
け
る
こ
と
も
安
全
の
た
め
に
は
必
須

の
条
件
で
す
。
し
か
し

正
し
い
使
い
方
を
し
て

い
て
も
、
何
ら
か
の
ト

ラ
ブ
ル
が
起
こ
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

知
っ
て
お
く
べ
き
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
危
険

広
島
市
医
師
会
理
事

五
日
市
中
野
眼
科
医
院
院
長

中
野

豊

３
Ｇ
１５

Ｑ

見
出
Ｇ
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